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【発表のポイント】 

• 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）注 1の複製装置である RNA 依存性 RNA ポ

リメラーゼ（RdRP）注 2を特異的に検出する新しい抗体注 3を開発した。

• これらの抗体は、2000 年代初期に流行した SARS コロナウイルス（SARS-CoV）を

認識せず、新型コロナウイルスのRNA依存性RNAポリメラーゼのみを認識する。

• これらの抗体を用いた新型コロナウイルスの増殖機構の解析が期待される。

【研究概要】 

特定のウイルスのタンパク質を特異的に認識する抗体は、ウイルス増殖のメカニズ

ムの解明やウイルス感染症治療法の開発のために重要です。国立がん研究センター

研究所 がん幹細胞研究分野の増富健吉分野長、町谷充洋研究員、東北大学大学

院医学系研究科 分子薬理学分野の加藤幸成教授、同・抗体創薬共同研究講座の

金子美華准教授、国立感染症研究所 治療薬・ワクチン開発研究センター 渡士幸一

治療薬開発総括研究官らの共同研究グループは、新型コロナウイルスのウイルスゲノ

ム複製やウイルス遺伝子発現に関わる RNA 依存性 RNA ポリメラーゼを特異的に検

出するモノクローナル抗体（RdMab-2, -13, -20）を新たに開発しました。これらの抗体は

2000 年代初期に流行した SARS コロナウイルスの RNA 依存性 RNA ポリメラーゼを

認識せず、新型コロナウイルスの RNA 依存性 RNA ポリメラーゼを特異的に認識しま

す。新型コロナウイルスなどのコロナウイルス感染細胞における、RNA依存性 RNAポ

リメラーゼによるウイルス RNA の転写機構については未解明な部分が多いため、今

後、これらの抗体を用いることで詳細な解析が期待できます。また、新型コロナウイル

スの RNA 依存性 RNA ポリメラーゼは、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の重

要な治療標的なので、治療薬開発への応用も期待できます。

本研究成果は、2022 年 12 月 10 日に英国科学誌『Virology Journal』にオンライン

掲載されました。
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【研究内容】 

COVID-19 を引き起こす新型コロナウイルスは、そのウイルスゲノム RNA に遺伝子

情報を持つ RNA ウイルス注 4です。一般に、RNA ウイルスのゲノム RNA は、ウイルス

自身が発現する RNA 依存性 RNA ポリメラーゼによって複製され、新型コロナウイル

スの感染細胞においては、3 つのタンパク質から成る RNA 依存性 RNA ポリメラーゼ

複合体がウイルスゲノム RNAの複製や遺伝子発現の役割を担っています。この RNA

依存性 RNA ポリメラーゼ複合体は、ウイルス増殖に必須であるため、新型コロナウイ

ルス感染症治療の標的として注目されています。一方で、コロナウイルスのゲノムRNA

の複製や遺伝子発現機構に関しては、未解明な部分が多く、特に RNA 依存性 RNA

ポリメラーゼによるウイルス RNA の複製に関しては、詳細に解明されていません。また、

2003 年に流行した従来の SARS コロナウイルスも、新型コロナウイルスと同様にコロナ

ウイルスに分類されますが、これらのウイルス RNA 複製機構の違いも明らかになって

いません。 

今回、国立がん研究センター研究所 がん幹細胞研究分野の増富健吉（ますとみ 

けんきち）分野長、町谷充洋（まちたに みつひろ）研究員、東北大学大学院医学系研

究科 分子薬理学分野の加藤幸成（かとう ゆきなり）教授、同・抗体創薬共同研究講

座の金子美華（かねこ みか）准教授、国立感染症研究所 治療薬・ワクチン開発研究

センター 渡士幸一（わたし こういち）治療薬開発総括研究官らの共同研究グループ

は、新型コロナウイルスの RNA 依存性 RNA ポリメラーゼを特異的に検出する新しい

モノクローナル抗体を開発しました。 

特定のウイルス因子を特異的に認識する抗体は、ウイルス感染における分子生物

学的な解析において、必須の研究材料ですが、これまでに新型コロナウイルスの

RNA 依存性 RNA ポリメラーゼに対するモノクローナル抗体は開発されていませんで

した。本共同研究グループは、新型コロナウイルスの RNA 依存性 RNA ポリメラーゼ

複合体を構成するタンパク質 nsp12 に対する、複数の新しいモノクローナル抗体（抗

RdRP抗体：RdMab-2, -13, -20）を作製しました。また、2003年に流行した従来のSARS

コロナウイルスとの構造的な違いに着目して抗体を作製した結果、樹立した抗 RdRP

抗体は、新型コロナウイルスの RNA 依存性 RNA ポリメラーゼを特異的に検出するこ

とが可能でした（図 1）。さらに、これらの抗RdRP抗体は、様々な分子生物学的な実験

に用いることが可能でした（図 2）。 

 

結論：本研究は、新型コロナウイルスの RNA依存性 RNAポリメラーゼを特異的に検出

する新しい抗体を開発した画期的な報告です。今後、これらの抗体を用いた新型コロ

ナウイルスの増殖機構の解析が期待されます。 
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【用語説明】 

注1 新型コロナウイルス（severe acute respiratory syndrome coronaviruse-2, SARS-

CoV-2）: 新型コロナウイルス感染症 (coronavirus disease 19, COVID-19) の原

因となるコロナウイルス。2019 年に初めて発生が確認された感染症で世界的流

行（パンデミック）を引き起こしている。 

 

注2 RNA 依存性 RNA ポリメラーゼ (RNA-dependent RNA polymerase, RdRP) ：

RNA を鋳型に RNA を複製する酵素であり、RNA ウイルスのゲノム複製や遺伝

子発現において必須のタンパク質である。 

 

注3 抗体：特定のタンパク質（抗原）と特異的に結合し、抗原抗体反応を起こすタン

パク質。抗原の異なる部位を認識する複数種類の抗体からなるものをポリクロー

ナル抗体と呼び、抗原の１ヶ所のみを認識する一種類のものをモノクローナル抗

体と呼ぶ。 

 

注4 RNAウイルス ：自己増殖のための遺伝情報をリボ核酸（RNA）の中にコードして

いるウイルスの総称。一本鎖 RNA ウイルスと二本鎖 RNA ウイルスに分けられる

が、SARS-CoV-2 は一本鎖 RNA ウイルスで、ウイルス粒子の中に一本鎖のウイ

ルス RNA ゲノムを持っている。RNA ゲノムの複製には、自身が発現する RdRP

を用いる。 
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